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寳月 誠 教授
著 作 目 録
(著書)
1.『逸脱の社会学」(大村英昭氏 との共著)新 曜社,1979年4月
2.『社会学のあゆみ』(新睦人・大村英昭 ・中野正大 ・中野秀一郎氏 との共著)有 斐 閣,
1979年4月
3.『暴力の社会学』世界思想社,1980年1月
4.『日常世界の虚 と実」(石川実 ・大村英昭 ・中野正大氏 との共著)有 斐閣,1983年
5月
5.『薬害の社会学」(編著)世 界思想社,1986年1月
6.『社会病理』 リーデ ィングス 日本の社会学第13巻(大村英昭 ・星野周弘との共編)
東京大学出版会,1989年10月







14.『社会病理学の基礎理論」(松下武士,米 川茂信氏 との共編)学 文社,2004年2月
15.『初期 シカゴ学派の世界』(吉原直樹氏 との共編)恒 星社厚生閣,2004年3月
16.『逸脱 とコントロールの社会学」有斐閣,2004年5月





2.「現実 「問題」 と認識主体一 社会学研究のための基礎 ノー ト」『社会科学論集』
第2号,大 阪府立大学社 会科学研究会,1-29頁,1971年3月
3.「青年労働者の 目標 と阻害一 状況圧力の問題」『大阪府立大学紀要」19巻(人
文 ・社会科学編),55-73頁,1971年3月




6.「ラベ リング論の検討一 その1」 『大阪府立大学紀要」21巻(人文 ・社会科学編),
61-78頁,1973年3月
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12.「青少年の自殺 と他者の反応一 看護婦の意識調査 よ り」『少年補導』242号,大阪
少年補導協会,242号,39-47頁,1976年5月
13.「ラベ リング論の検討一 その2」 『大阪府立大学紀要』22巻(人文 ・社会科学編),
21・33頁,1977年3月
14.「社会的反作用 としての刑罰の意義」 『犯罪社会学研究』2号,日 本犯罪社会学会,
1-21頁,1977年10月








19.「シンボリック相互作用論 の課題」 『季刊労働法』別冊第6号,総 合労働研究所,
83-108頁,1980年3月
20,「社会的相互作用 と自他のアイデンティフィケーシ ョン」 『社会学研究』41号,東
北社会学研 究会,1-32頁,1982年1月
21.「社会的相互作用論か ら見たキャリア分析一 『ジャック ・ロー ラー』の解釈の試
み」 『哲学研 究』544号,京都哲学会,56-105頁,1982年4月
22.「暴力の生成過程」『現代のエスプリ』180号,至文堂,62-75頁,1982年7月




25.「シンボ リック相互作用論」新睦人 ・中野秀一郎編 『社会学のあゆみ一 パ ー ト2』
有斐閣,82-108頁,1984年11月
26.「『相互作用論』のモデル序説一 その2」 『哲学研究』552号,21-72頁,1986年10月
27.「逸脱の社会的定義をめ ぐる問題一 当事者主義か ら観察者の役割の復権」『現代
の社会病理』日本社会病理学会,76-106頁,1986年11月
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28.「ミー ドー 自己論の立場」中久郎編 『社会学の基礎理論』世界思想社,241-258
頁,1987年4月
29.「レイベ リング論か ら社会的相互作用論へ」新睦人 ・三沢謙一編 『現代アメリカの
社会学理論』恒星社厚生閣,147-175頁,1988年3月
30.「組織体犯罪の研究に向けて」『犯罪社会学研究』13号,12-17頁,1988年10月
31.「シカゴ学派のモノグラフの解釈一E.H.サ ザ ランドの作品をテキス トに して」
『社会学史研究』11号,日本社会学史学会,1-20頁,1989年6月








36.「企業逸脱 と社会統制 の社 会学的研究」『平成3年 度科学研究費一般研究(C)研 究
成果報告書』(研究代表:宝 月誠),1-51頁,1992年3月
37.「社会制御の考え方」 『犯罪 と非行』93号,青少年更生福祉 センター,1-20頁,
1992年8月
38.「診療場面において医師の直面す る問題 と対処方法」 『平成7年 度科学研究費一般
研究(C)研 究成果報告書』(研究代 表:宝 月誠),1-29頁,1996年3月
39.「逸脱理論 における実証主義支配」北川隆吉 ・宮島喬編 『20世紀社会学理論の検証』
有信堂,137-156頁,1996年10月







研究費基盤研究(A)研 究成果報告書 ・研究代表:長 谷正當),27-48頁,2000年3月
44.「『物語的社会学』の原点一 トマス=ズ ナニエッキ 『ポーランド農民』第三部を
中心に して」『社会学史研究』21号,39-48頁,2000年6月
45. "A Social World of Sociology in Japan" The American Sociologist, vol.31. 
  pp. 5 -14. (published by Transaction Periodicals Consortium), 2000,Fall
no. 3:
46.「シカゴ学派の社会認識 社会的世界論 の展開」『シカゴ派の総合的研究』(平成





48.「逸脱行動の統合理論の構築」 『平成13年度科学研究費基盤研 究(C)研 究成果報告
書』(研究代表:宝 月誠),1-53頁,2002年3月
49.「食の社会的世界 とコン トロール」 『フォーラム現代社会学』3号,関 西社会学会,
9-17頁,2004年5月
(翻訳)
1.F.フリー ドソ ン 『医療 と専 門家 支配 』(進 藤雄 三氏 との共訳)恒 星社 厚生 閣,1992
年9月
2.J.ロフ ラン ド=L.ロ フラ ン ド 「社 会状 況 の分析 』(進 藤雄 三氏 との共訳)恒 星社 厚
生閣,1997年1月
3.G.ラフ リー 『正 統性 の喪 失』(監訳.訳 者 大 山小 夜 ・平井 順 ・高橋 克 己氏)東 信 堂,
2002年7月
4.G.H.ミー ド 『G.H.ミー ドプ ラグマ テ ィズ ムの展 開』(加 藤一 己氏 との共訳)ミ ネ
ル ヴ ァ書 房,2003年12月
(共同研究)
1.『婦人一時保護施設入所者の経歴分析く特集〉』(芦田徹郎 ・栗岡幹英 ・神原文
子 ・中河伸俊 ・田中滋氏 との共 同調査報告)『ソシオロジ』第84号,社会学研究会,
1-141頁,1982年7月
2.「婦人一時保護施設入所者の経歴分析一 第2回 調査』(黒田浩一郎 ・神原文子氏
との共同調査報告)『昭和59年度科学研究費一般研究(C)研 究成果報告書』,1985
年3月




1.「シ カゴ学派 の一段 面一 ミク ロか らマ クロへ 、そ して 政策へ 」 『ソ シオ ロジ』 第
138号,98-99頁,2000年5月
2.「犯 罪社 会学一 逸脱 論」AERAMookNo.70,『犯 罪 学が わか る』 朝 日新 聞社,
106-107頁,2001年6月
3.「『ソ シオロ ジ』 とわた し」 『ソ シオ ロジ』 第150号,135-140頁,2004年5月
4.「逸脱 をめ ぐる常 識 と科 学知 の 間 『逸脱 とコ ン トロール の社 会 学』 を刊 行 して」
『書斎 の 窓』537号,有 斐 閣,28-31頁,2004年9月
?
